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今月号の主な内容
■ 広報たかぎ
　・喬木村エコ・プロジェクト  ………２面

　・次世代ネット三者合意  ……………３面

　・住民税が大きく変わります  ………４面

　・新たな後期高齢者医療制度  ………５面

　・土砂災害警戒情報  …………………６面

　・保護司の活動について  ……………８面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１０面
■ 保育園だより  …………………１１面
■ 学校だより　喬木中学校  ……１２面
■ 椋記念館・図書館だより  ……１３面
■ 交流センター便り  ……………１４面
■ ひなたぼっこ  …………………１５面
■ オフトークたかぎ  ………………１６面

伊久間原「花の広場」伊久間原「花の広場」
ポピー園東側に、コモンズ支援金を活用し「花の広場」ができました。ポピー園東側に、コモンズ支援金を活用し「花の広場」ができました。
広場はジキタリスのピンク、白、紫のさわやかな色合いであふれています。広場はジキタリスのピンク、白、紫のさわやかな色合いであふれています。
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昨
年
度
、
村
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
器
機
の
導
入
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
全
世
界
で

進
む
地
球
温
暖
化
に
対
処
し
、
村

と
し
て
取
り
組
め
る
対
策
を
総
合

的
に
検
討
す
る
た
め
、
本
年
度
、

経
済
産
業
省
の
補
助
事
業
に
よ
る

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
確
認
、
太

陽
光
、
風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量

調
査
の
他
、
住
民
や
事
業
所
の
意

識
調
査
を
行
い
、
喬
木
村
と
し
て

取
り
組
む
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
策

や
、
地
域
住
民
と
と
も
に
取
り
組

む
た
め
の
推
進
体
制
整
備
の
方
針

を
検
討
し
ま
す
。

　

策
定
事
業
に
先
立
ち
、
村
で
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
南
信
州
お
ひ
さ
ま

進
歩
」
と
契
約
し
、
南
信
州
お
ひ

さ
ま
発
電
所
・
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
よ
る
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
取
付
を
保
育
園
三
箇
所
と
交
流

セ
ン
タ
ー
に
行
い
ま
し
た
。

　

下
伊
那
地
域
は
長
野
県
の
中
で

も
日
照
時
間
が
長
く
、
太
陽
光
発

電
の
適
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
よ

る
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
も
期
待
さ

れ
て
お
り
、策
定
事
業
終
了
後
は
、

公
共
施
設
整
備
計
画
に
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
針
を
取
り

入
れ
た
計
画
見
直
し
を
行
い
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
地
方
独

自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、

前
向
き
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
地
方
交
付
税
等
の
支

援
策
を
講
じ
る
国
の
新
制
度
）
の

第
一
次
募
集
に
村
も
応
募
を
行
い

ま
し
た
。

　

村
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、「
七
〇
〇
〇
人
の
村
づ
く
り
」と

し
、
村
が
独
自
に
取
り
組
ん
で
い

る
若
者
住
宅
建
設
や
住
宅
団
地
造

成
な
ど
の
定
住
促
進
事
業
や
、
児

童
生
徒
医
療
費
の
無
料
化
や
保
育

料
軽
減
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
の

実
施
に
よ
り
、
流
出
人
口
を
上
回

る
流
入
人
口
の
確
保
を
目
標
数
値

に
据
え
、
現
在
流
出
超
過
と
な
っ

て
い
る
状
況
を
、
三
年
後
の
平
成

二
一
年
に
は
流
入
超
過
へ
変
え
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
特
別
交
付
税
算
定
に

上
限
三
、
〇
〇
〇
万
円
が
反
映
さ

れ
る
と
と
も
に
、
数
値
目
標
が
達

成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
普
通
交
付

税
に
も
成
果
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

役場仮庁舎では冷房用に屋根上散水が行なわれています

交流センター屋根に取付けられた太陽光発電パネル
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本
年
度
事
業
で
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
次
世
代
型
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業（
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
の
完
成
後
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
、
喬
木
村
と
飯
田
ケ
ー
ブ
ル

　

現
在
、
事
業
発
注
に
向
け
た
実

施
設
計
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
七
月
に
は
事
業
の
契
約

を
行
い
工
事
に
着
手
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

長
野
支
店
の
三
者
に
よ
る

合
意
書
の
調
印
式
が
五
月

二
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
意
書
調
印
に

よ
り
、
村
が
整
備
す
る
次

世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
、
飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
テ

レ
ビ
放
送
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）

が
喬
木
村
全
域
に
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し

た
。

合　意　書

　平成１９年度に喬木村が行う次世代型情報通信基盤
整備事業により構築される喬木村全村光ファイバー
網（以下次世代ネットワークという）の有効活用に
関して、喬木村と株式会社飯田ケーブルテレビ及び
東日本電信電話株式会社長野支店は下記事項に合意
する。

記

１　喬木村は、平成１９年度に次世代ネットワークを
構築する。

２　株式会社飯田ケーブルテレビは、喬木村から次
世代ネット　ワークを借用し、ケーブルテレビ事
業のサービスを喬木村全域に提供する。

３　東日本電信電話株式会社長野支店は、喬木村か
ら次世代ネットワークを借用し、「フレッツ光」
事業のサービスを喬木　村全域に提供する。　

４　次世代ネットワークの構築及び維持管理に関し
３者はお互いに協力し、円滑な事業推進が図られ
るよう努める。

左記の通り合意し、その証として本書に署名する。

　平成１９年５月２５日

喬木村長　　　　大　平　利　次　

株式会社飯田ケーブルテレビ　　　

代表取締役　　　原　　　　　勉　

東日本電信電話株式会社　　　　　

長野支店長　　　佐　野　幸　男　

第４回健康ウォーキング第４回 健康ウォーキング 
in 菊目石の里in 菊目石の里

ブルーベリー狩りもできます（希望者）

平成19年7月16日（月・海の日）

9時00分受付 9時30分スタート（雨天中止）

主催：村づくり塾連絡会

　　　喬木村健康推進室・公民館
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投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更のののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　役場庁舎耐震工事に伴い、７月

２２日執行予定の参議院議員通常選

挙の期日前投票所及び第１投票所

を今回の選挙に限り変更いたしま
� �����������

す。
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平
成
十
九
年
度
か
ら
個
人
住
民

税（
村
県
民
税
）が
変
わ
り
ま
す

　

地
方
分
権
を
進
め
、
村
や
県
な

ど
地
方
公
共
団
体
が
、
よ
り
身
近

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
、

三
位
一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
約

三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
税
源
移
譲
の
た
め

に
、
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

村
や
県
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
、

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ

く
行
え
る
よ
う
、
国
か
ら
地
方
へ

税
源
が
移
譲
さ
れ
る
た
め
で
す
。
具

体
的
に
は
、
国
へ
納
め
る【
所
得

税
】を
減
ら
し
、
そ
の
代
わ
り
に
地

方
へ
納
め
る【
住
民
税
】を
増
や
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
税
源
を
移

し
替
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

住
民
税（
所
得
割
）の
税
率
が
一

律
十
％
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、

三
段
階
の
超
過
累
進
税
率
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
一
律
十
％
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
率

の
変
更
に
伴
い
、
所
得
税
率
も
四

段
階
か
ら
、
六
段
階
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

　

住
民
税
は
、
平
成
十
九
年
六
月

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所

得
税
は
平
成
十
九
年
一
月
か
ら
適

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
税
負
担
額
は
基
本
的
に

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
税
源
移
譲
に

よ
り
、
住
民
税
は
増
え
ま
す
が
、

そ
の
分
所
得
税
が
減
る
た
め
住
民

税
と
所
得
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担

額
は
増
減
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

実
際
は
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
の

影
響
を
受
け
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
方
の
住
民
税
は
増
え
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

○
定
率
減
税（
定
率
控
除
額
）の
廃
止

　

景
気
対
策
の
た
め
暫
定
的
な
税

負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
導
入
さ

れ
て
い
た
定
率
減
税
が
、
最
近
の

経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
十

九
年（
度
）分
か
ら
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

○
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
非
課
税

措
置
の
段
階
的
廃
止

　

平
成
十
七
年
度
ま
で
は
、
六
十

五
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
一
二
五
万
円
以
下
の
方
は
非

課
税
で
し
た
が
、
平
成
十
八
年
度

の
改
正
に
よ
り
廃
止
と
な
り
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
十

七
年
一
月
一
日
に
六
十
五
歳
に
達

し
て
い
た
方
で
、
前
年
の
合
計
所

得
が
一
二
五
万
円
以
下
の
方
は
、

税
額
を
平
成
十
八
年
は
三
分
の
二

を
減
額
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
九

年
度
は
三
分
の
一
の
減
額
し
、
平

成
二
十
年
度
は
減
額
措
置
が
廃
止

と
な
り
全
額
課
税
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
会
計
室 
�　

－

５
１
２
１

３３

ど
う
し
て
変
わ
る
の
か
？

ど
う
変
わ
る
の
か
？

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
か
？

税
負
担
は

増
え
る
の
か
？
減
る
の
か
？

税
源
移
譲
以
外
の
主
な
変
更
点

平成18年度分まで

税　率課税所得

５％200万円以下

１０％2 0 0 万 円 超

１３％7 0 0 万 円 超

平成19年度分から

税　率　課税所得

１０％

200万円以下

2 0 0 万 円 超

7 0 0 万 円 超

○所得税
平成18年分まで

税率課税所得

１０％
1 , 0 0 0 円 以 上
３３０ 万 円 未 満

２０％
３３０ 万 円 以 上
９００ 万 円 未 満

３０％
９００ 万 円 以 上
１,８００万 円 未 満

３７％１,８００万 円 以 上

改正後（平成１９年分から）

税率課税所得

５％1,000円以上１９５万円未満

１０％１９５万円以上３３０万円未満

２０％３３０万円以上６９５万円未満

２３％６９５万円以上９００万円未満

３３％
９００ 万 円 以 上
１,８００万 円 未 満

４０％１,８００万 円 以 上
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平成20年4月から75歳（一定の障害のある方は６５歳）以上の

高齢者の医療制度が変わります
　老人の医療費を中心に、国民全体の医療費が増え続けているなか、世代間の負担が問題になっていると言わ

れています。このため、世代間の負担を明確にし、公平でわかりやすくしていくために、７５歳以上の高齢者を

対象にその心身の特性や生活実態等を踏まえ、高齢社会に対応するしくみとして、新たな高齢者の独立した医

療制度に変わります。
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�制度の概要
○現在の「老人保健制度」は廃止され、平成２０年４月から新たな独立した医療制度である「後期高齢者医療制度」が

創設されます。

○「後期高齢者医療制度」は県内の全ての市町村が加入する「長野県後期高齢者医療広域連合」で運営されます。

　（窓口事務は、従来のように市町村で行います。）

�７５歳以上の方全員に、新たに保険料のご負担をお願いすることになります

平成２０年４月～（後期高齢者医療制度）現在（老人保健制度）加入保険

年金から天引きされます

（国保税の負担はなくなります）
世帯の国保税のなかで支払っています国 民 健 康 保 険

年金から天引きされます

（２年間は経過措置により均等割額は半額）
負担なし社会保険の被扶養者

　この制度では、お医者さんにかかった費用の一部にあてるため、所得などに応じて決められる「保険料」を納め

ていただくことになります。この保険料は、県ごとに一律の保険料率が設定され、所得に応じて１人ひとりの金額

は異なりますが、原則として年金（年金額が年額１８万円以上）から天引きされることになります。

　保険料の率は広域連合で決定します。決まり次第お知らせします。
� �����������������������������������������

�給付は老人保健と変わりません
　お医者さんにかかるときの窓口負担は、老人保健と変わらず、原則、一般の方は１割負担が継続されます。現役

並みの所得がある方は３割負担です。

�独自の保険証を１人１枚交付します
　今まではお医者さんで「保険証」と「老人保健受給者証」の両方を見せていましたが、この制度では「保険証」

だけを見せれば受診できるようになります。

被保険者全員に後期高齢者医療制度「独自の保険証」が、１人に１枚交付されます。保険証はカード型で小さくな

りますので大切に取り扱いましょう。

�制度の変更に伴って手続きの必要はありません
　ただし、転入、転出や転居といった住民票などの異動があるときや、保険証を無くしてしまったときなどは、今

までどおり、市町村役場で手続きをしていただきます。
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○「川の防災情報」での水位確認
○「長野県砂防情報ステーション」で
の雨量、土砂災害危険度確認

監 視

○過去の水害等で浸水した危険な場所
を認識

○土砂災害の前兆現象を感じたら早め
の避難

避 難
（人名を守る
最大の防御）

○１人では河川の巡視を行わない
○河川の水面を直視しない
　↑目まい等転倒の原因になる

単独行動の
禁 止

水 防 団
出動水位

は ん 濫
注意水位

水 位

2.00ｍ1.40ｍ市 田

2.50ｍ1.70ｍ伊 久 間

水防における３つの確認

防災関係予報・警報についてのお知らせ

土土 砂砂 災 害 警 戒 情 報災 害 警 戒 情 報
平成１９年６月１日から土砂災害警戒情報が発表されるようになりました。

　長野県と長野地方気象台が共同して発表

する新たな防災情報です。

　長野県では、平成１９年６月１日より
運用を開始しました。
　発表は市町村ごとに行われます。土砂災

害警戒情報が発表されたときは、いつ土
砂災害がおきてもおかしくない、非常
に危険な状態です。早急に避難を考えま
しょう。

　土砂災害警戒情報は、大雨警報発表後も、

雨が降り続き、土砂災害の発生する恐れが

非常に高まったときに発表となります。

土砂災害警戒情報は、市町村長が避難勧告等を発令するときの判断材料、及び住民の皆さんの

避難準備、自主避難の判断材料となることを目的としています。

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�

�
�

土砂災害が発生する前には、様々な前兆現象が見られます。

何かおかしいと感じたら、直ちに周りの人と安全な避難を考えましょう。

平成１９年度から洪水予報の発表形式（名称）が変更されました。

洪水予報の発表形式の変更洪水予報の発表形式の変更
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自分で守る命自分で守る命

シートベルト着用調査結果
について

������
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������
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�新
 

自
治
振
興
交
付
金　

九
〇
〇
万
円
を
交
付

－

自
主
性
の
発
揮
で
き
る
地
域
づ
く
り－

　

自
治
振
興
交
付
金
に
つ
い
て

は
、毎
年
各
区
へ
総
額
一
、二
〇

〇
千
円
弱
の
交
付
金
を
交
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
村
の
第
四
次

総
合
振
興
計
画
に
お
い
て
、
主

体
的
に
各
区
の
将
来
像
を
設
定

し
そ
の
実
現
の
た
め
の
支
援
と

し
て
、
補
助
金
や
交
付
金
等
を

一
本
化
し
た
新
し
い
交
付
金
制

度
を
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
め

ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
基
礎
額
と
加
算
額

か
ら
な
っ
て
お
り
、
加
算
額
に
は

今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
か
ら

交
付
し
て
い
た
補
助
金
関
係
を
一

括
し
て
交
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

基
準
は
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、

配
分
に
つ
い
て
は
区
の
裁
量
に
委

ね
て
あ
り
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の

平成19年度交付金         単位：円
金　　　額区　　名
2,964,000阿 島 区
1,915,000小 川 区
885,000伊 久 間 区
1,033,000富 田 区
545,000大 和 知 区
589,000氏 乗 区
555,000大 島 区
546,000加 々 須 区
9,032,000計

フ
ェ
ク
ト
作
戦
」を
実
施
し
、
非
着

用
者
に
対
す
る
着
用
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

喬
木
村
内
で
も
そ
の
一
環
と
し

て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
の

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、九
三
・
七

％
と
、飯
田
警
察
署
管
内
で
最
低
、

ワ
ー
ス
ト
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
は
、
交

通
安
全
期
間
中
、
実
施
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
が
、
喬
木
村
は
毎
回
低

い
着
用
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、五
月
か
ら
十
月
ま
で
、

喬
木
村
内
に
お
い
て
も
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
作
戦
が
実

施
さ
れ
ま
す
。毎
月
、着
用
率
の
普

及
啓
発
運
動
及
び
飯
田
警
察
署
に

よ
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
運
転
の
第
一
歩
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
か
ら
、
と
い
う
こ
と

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

担
い
手
で
あ
る
区
の
事
業
に
つ

い
て
自
主
性
を
発
揮
し
て
も
ら

い
、
自
治
活
動
の
活
性
化
を
期

待
し
ま
す
。

シートベルトパーフェクト作戦

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
長
野
県
で
は
平
成
十

三
年
度
か
ら「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
パ
ー
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皆
さ
ん
は
「
保
護
司
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
保
護
司
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
知
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
際
こ
の
喬
木
村
に
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
保
護
司
が
３
人
い
ま
す
が
、
誰
が
保
護
司
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
、
一
般
的
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

保
護
司
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地

域
住
民
と
し
て
そ
の
仕
事
を
理
解
し
、
ど
う
支
え
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
し
ょ
う
。

更
生
保
護
の
推
進

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、

ふ
と
し
た
心
の
迷
い
か
ら
罪
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
人
や
、
自
分
が
理

解
さ
れ
ず
非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ

た
少
年
が
い
ま
す
。
こ
の
人
達
は
、

自
分
を
悔
い
改
め
罪
を
償
っ
て
、

社
会
に
復
帰
し
て
い
き
ま
す
。
非

行
少
年
も
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
と

決
別
し
て
新
し
い
自
分
を
模
索
し

な
が
ら
、
社
会
的
な
自
立
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た

ち
の
更
生
を
助
け
る
の
が
保
護
司

の
大
事
な
任
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
度
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
と
、

社
会
へ
復
帰
し
よ
う
と
し
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
偏
見
や
誤
解
が
彼
ら
の
更
生
を

邪
魔
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

せ
っ
か
く
更
生
し
よ
う
と
決
心
し

て
も
、
周
囲
の
冷
た
い
視
線
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、
そ
の
気
持
ち
が
ゆ

れ
た
り
、
と
き
に
は
挫
折
し
て
再

び
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ

の
人
達
と
の
接
触
を
保
ち
、
悩
み

を
聞
い
た
り
励
ま
し
た
り
し
な
が

　

保
護
司
の
も
う
一
つ
の
大
事
な

任
務
は
犯
罪
予
防
活
動
で
す
。

　

犯
罪
件
数
は
年
々
増
え
続
け
、

一
般
刑
法
犯
の
検
挙
率
は
一
年
間

に
三
〇
〇
万
件
を
こ
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
も
少
年
犯
罪
が

そ
の
四
割
を
占
め
て
い
る
と
い
う

異
常
な
事
態
で
す
。

　

単
に
犯
罪
件
数
が
増
え
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
凶
悪
化
の
方

向
と
、
振
り
込
め
詐
欺
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
「
ひ
と
の
弱
み
に
つ
け

込
む
」
傾
向
は
益
々
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
法
秩
序
そ
の
も
の
が
崩
壊

す
る
不
安
さ
え
抱
か
せ
ま
す
。
犯

罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
作

る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
切
実
な
願
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
に
つ
い
て
、
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
運
動
は
戦
後
の

混
乱
期
に
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
実
現
し
た
い
と
い

う
願
い
か
ら
生
ま
れ
、
今
年
で
五

十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
犯
罪
が

増
え
続
け
る
今
、
こ
の
運
動
の
今

日
的
な
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
近
年
は
、「
防
ご
う
犯

罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
代
を
担
う

青
少
年
が
健
全
に
育
つ
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
重
点
が
お
か
れ
て
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

七
月
は
、
こ
の
運
動
の
強
調
月
間

に
な
っ
て
い
て
、全
国
各
地
で
様
々

な
行
事
や
啓
蒙
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
が
、保
護
司
は
そ
の
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
更
生
保
護
や
犯
罪

予
防
活
動
は
、
保
護
司
が
頑
張
る

だ
け
で
は
十
分
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
地
域
住
民

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

実
際
に
は
、
非
行
少
年
と
積
極
的

に
関
わ
り
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支

援
し
よ
う
と
す
る
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
女

性
の
立
場
か
ら
犯
罪
を
犯
し
た
人

の
更
生
を
助
け
よ
う
と
す
る
更
生

保
護
女
性
会
、
罪
を
犯
し
た
人
で

も
一
般
の
雇
用
者
と
差
別
す
る
こ

と
な
く
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
こ

う
と
す
る
協
力
雇
用
主
会
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ

て
、
更
生
保
護
の
仕
事
は
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
集
団
に
参
加
し
て
一
緒
に

活
動
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
は
、

是
非
お
近
く
の
保
護
司
、
又
は
役

場
住
民
課
ま
で
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
季
節
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
咲
き
誇
る
花
を

求
め
こ
の
地
域
を
訪
れ
ま
す
が
、
阿
島
の
大
藤
は

そ
の
代
表
的
な
存
在
と
し
て
県
内
外
に
知
ら
れ
て

お
り
、
今
年
も
関
係
者
の
努
力
で
み
ご
と
な
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

ら
、
新
し
い

自
分
の
生
き

方
が
で
き
る

よ
う
手
助
け

を
す
る
の
が

保
護
司
の
役

目
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

地
域
住
民
の
協
力

　

こ
の
大
藤
に
、

今
年
も
村
内
の
保

育
園
児
や
飯
田

養
護
学
校
の
生

徒
が
招
待
さ
れ
、

花
見
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。
招
待
さ
れ

た
子
供
た
ち
か
ら

は
、感
謝
の
手
紙

が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
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平成１９年度

区長さん及び地区長さん

会　長　　佐藤　守弘さん　（阿島区長）
副会長　　萩原　順治さん　（氏乗区長）

地　区氏　名役　職区

里原３佐 藤 守 弘区 長

阿　島

稔大 平 武 司副 区 長

田中３松 澤 政 治副 区 長

宮澤２昼神二三男北

寺の前２安 田 正 敏寺 の 前

帰牛原４大 平 好 英帰 牛 原

横町東下 平 俊 雄郭

瑞穂原　 　 弘町

溝口３市 瀬 成 夫南

馬場３原　　 直通区 長

小　川

両平上２原　 敏 幸副 区 長

田本平１湯 沢 豊 春副 区 長

馬場２小 池 政 實馬 場

両平上２原　 敏 幸両 平

田本平１湯 沢 豊 春田 上 川

那木耕地松 島 茂 樹上 平

伊久間１３牧 内　 勇区 長

伊久間 伊久間１６増 田　 隆副 区 長

伊久間１松 葉 泰 彦会 計

富田 11－2前 沢 昌 弘区 長

富　田 富田 2－2小 池 和 利代 理 者

富田 7－1畑 中 一 彦会 計

大和知３－１忠 平 章 人区 長

大和知 南部木 下 征 義代 理 者

大和知3－3土 屋 和 俊会 計

本谷２萩 原 順 治区 長

氏　乗 氏乗下南多 田 一 幸代 理 者

貸又２萩 原　 勲会 計

大島中平１山 上 賢 亮区 長

大　島
牧畑上内 山 光 明代 理 者

大島中平１内 山　 保会 計

大島上平２筒 井 正 司会 計

桃添上２牧 内 盛 夫区 長

加々須
豊詰小 澤　 博代 理 者

野田原上小 山 憲 昭会 計

桃添下２牧 内 孝 志特別会計

　

村
の
行
政
相
談
委
員
の
塩
澤
久

一
さ
ん
が
、
五
期
十
年
に
渡
る
行

政
相
談
委
員
業
務
の
ご
功
績
に
よ

り
、
総
務
省
関
東
管
区
行
政
評
価

局
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
和
知
の
多
田
昭
さ
ん
が
、
飯

伊
浄
化
槽
組
合
喬
木
支
部
の
支
部

長
と
し
て
平
成
七
年
四
月
か
ら
平

成
十
九
年
三
月
ま
で
十
二
年
間
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
推
進
及

び
適
正
な
維
持
管
理
の
普
及
に
努

め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

社
会
人
も
大
学
生
！

　

平
成　

年
度
第
2
学
期

１９

大
学
卒
業
資
格
取
得
希
望
者
・

生
涯
学
習
希
望
者
募
集

○
出
願
受
付
期
間

　

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日
�
〜

　

平
成
十
九
年
八
月
十
五
日
�

○
資
料
請
求（
無
料
送
付
）

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

�
0
2
6
6－

　

－

2
3
3
2

58

　

�
0
2
6
6－

　

－

1
1
3
5

57

　

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c.jp

7
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

七
月
七
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市　

瀬

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

第
三
回

ぽ
け
っ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
時　

六
月
二
十
四
日
�

　
　
　

午
前
十
一
時
〜

場
所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぽ
け
っ
と

　
　
　

（
喬
木
村
伊
久
間
）

イ
ベ
ン
ト

　

午
後
一
時
十
分
〜

　

保
健
所
栄
養
士
鈴
木
さ
ん
の
お
話

を
聞
く
会

　

「
楽
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く
り
」

　

午
後
二
時
〜

　

さ
ん
ぽ
ち
ゃ
ん
「
ぽ
け
っ
と
」
に

く
る

　

N
P
O
南
信
州
お
ひ
さ
ま
進
歩

　

午
後
二
時
三
十
分
〜

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・
マ
リ
ン
バ
演
奏
・
大
正
琴

　

・
日
舞
・
い
ち
ご
キ
ッ
ズ

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�


